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　東北地方太平洋沖地震（3.11地震）においては速度型地震計のほとんどはスケールアウトして最大振幅は記

録できなかった。しかしながら長周期地震波動を記録できる計器の中において当研究所で開発したボアホール

応力計・歪計は最大振幅も記録できている。そこでDCから記録できるボアホール応力計と歪計の観測可能範囲

を調べた。その結果3.11地震より数倍程度大きな地震波でもスケールアウトすることなく記録できることおよ

び震源に近い東北地方の海岸に設置されていてもスケールアウトすることなく記録できることが明らかに

なった。 

 

　次に、長周期地震波動を記録できるSTS1地震計、Guralp地震計、サーボ型速度計（東京測振製）とボア

ホール応力計の記録を比較した。その結果STS1地震計、Guralp地震計、サーボ型速度計（東京測振製）の波

形は初動から後続波までほとんど一致し、実体波以降の波形は応力計も含む４種類の計器の波形がほとんど一

致することが明らかになった。
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